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ア
メ
リ
カ
の
大
学
図
書
館

ー
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
図
書
館
を
中
心
に
ー

ミ
ー

气
、

一
、
は
じ
め
に

ニ
、
丁
マ
ー
ス
ト
大
学
図
霄
館

一
建
物
・
設
備
等

二
予
算

三
人
事

四
業
務
計
西

収
霄

五

目
録
お
よ
び
兆
理

弌

サ
ー
キ
ニ
レ
イ
シ
ョ
ン

七
一
二
、
フ
ナ
イ
プ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
コ
オ
ペ
レ
イ
シ
,
ン

一
イ
ン
タ
ー
.
一
プ
イ
プ
ラ
"
,
ー
.
ロ
ー
ン

ニ
ハ
ン
プ
シ
十
 
1
 
.
イ
ン
タ
ー
.
ラ
イ
プ
ラ
リ

セ
ン
タ
ー

四
、
目
録
分
担
シ
ス
テ
ム

五
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ン
デ
'
ン
グ
・

ラ
イ
プ
ラ
リ
ー

六
、
お
わ
り
に

目

、

次

y
,

、
、

ナ

、

一
、
は
じ
め
に

三
月
二
十
三
日
の
出
発
か
ら
六
月
四
日
の
帰
国
ま

で
十
週
間
余
り
の
海
外
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の

内
{
谷
の
あ
ら
ま
し
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

三
月
の
末
(
二
十
八
日
か
ら
春
季
休
暇
あ
け
)
か
ら
五
月

末
全
十
九
日
の
卒
業
式
)
ま
で
の
問
、
ア
マ
ー
ス
ト
大

学
の
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ロ
ス
ト
図
譜
學
、
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
シ
,
ン
に
つ
い
て
研
修

を
受
け
た
。

づ
ブ
イ
プ
・
カ
レ
ツ
ジ

リ
サ
ー
チ
.
号
イ
プ
ヲ
リ
ー

そ
の
閲
周
辺
五
大
学
お
よ
び
研
究
図
書
館
グ
ル

ー
プ
(
R
L
G
)
、
米
国
誠
会
図
書
館
(
L
C
)
お
よ

び
そ
の
周
辺
の
大
学
図
書
館
を
訪
問
し
、
ア
マ
ー
ス

カ
レ
ツ
リ

ト
で
学
ん
だ
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
な
一
つ
の
大
学
図

H
 
プ
,
"
ー

書
館
の
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
シ
,
ン
の
実
際
を
も
と

に
し
て
、
ア
〆
り
力
(
主
に
東
部
)
の
図
欝
の
現
状
、

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
シ
,
ン
の
方
法
を
学
ん
だ
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

当
初
の
予
定
で
は
、
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
以
外
の
図

書
館
の
訪
問
は
、
五
月
末
に
ア
マ
ー
ス
ト
で
の
研
修

が
終
わ
っ
た
あ
と
で
半
月
余
り
か
け
て
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
た
ま
た
ま
、
居
住
条
件
等

の
原
因
で
、
俗
に
号
宇
っ
ギ
ッ
ク
リ
腰
丹
三
Φ
一
仁
ヨ
d
碑

ヨ
=
曾
一
.
豊
器
ヨ
に
か
か
り
、
重
い
旅
行
用
荷
物
を
携
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h
し
て
の
移
動
が
困
難
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
R
I

G
、
 
I
C
の
訪
問
は
ア
マ
ー
ス
ト
滞
在
中
に
す
ま
す

こ
と
に
な
っ
た
。
又
、
周
辺
の
フ
ァ
イ
ブ
・
カ
レ
ッ

ジ
は
そ
の
学
年
暦
が
ア
マ
ー
ス
ト
と
ほ
と
ん
ど
ち
が

い
な
く
、
六
月
に
入
っ
て
か
ら
訪
問
し
六
の
で
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
も
閑
古
鳥
が
鳴
き
、
関
係
者
も
夏
期
休

暇
に
入
っ
て
お
り
、
会
う
べ
き
人
に
も
会
え
な
く
な

る
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
伺
じ
よ
う
に
ア
マ
ー
ス
ト

滞
在
中
に
済
ま
せ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
か
え
っ
て
ょ

か
っ
た
、
と
言
え
る
0
 
と
い
う
の
は
、
ア
マ
ー
ス
ト

で
研
修
し
た
こ
と
を
下
敷
に
し
て
、
他
図
嘉
で
知

り
え
た
こ
と
は
、
再
び
ア
マ
ー
ス
ト
へ
持
ち
帰
り
、

需
を
し
た
り
、
質
問
し
た
り
し
て
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
も
し
当
初
予
定
通
り
の
ス
ケ

ジ
ユ
ー
ル
で
研
修
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
れ
ぱ
、
同
じ

事
が
ら
に
つ
い
て
、
ア
マ
ー
ス
ト
で
聞
い
た
こ
と

と
、
ハ
ー
バ
ー
ド
で
知
っ
た
こ
と
に
相
祭
あ
っ
て

＼ノ

も
、
二
つ
の
事
項
が
並
列
し
て
私
の
中
に
残
る
だ
け

に
終
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
研
修
し
た
と
と
を
整
理
し
て
み
る
と
、
ア

メ
リ
カ
の
図
書
館
は
、
お
び
九
だ
し
桧
報
の
社
会

の
中
で
は
、
自
館
一
館
だ
け
で
は
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ

イ
シ
,
ン
を
考
え
て
は
い
な
い
、
図
轡
館
相
亙
協
力

と
い
う
も
の
が
意
欲
的
に
実
践
さ
れ
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
が
一
つ
の
大
き
な
特
徴
で
あ
ろ
う
。
こ
の
イ

ン
タ
ー
.
一
フ
ィ
ブ
ラ
リ
ー
・
コ
オ
ペ
レ
イ
シ
,
ン
の

考
え
方
は
、
イ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
ロ
ー
ン

と
目
録
分
担
作
業
と
集
中
保
管
制
度
に
よ
く
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
.
一
フ
ィ
ブ
一
フ
リ
ー
・
コ
オ
ペ
レ
イ
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
ア
マ
ー
ス
ト
の
場
貪
図
書
館
だ

け
の
こ
と
で
は
な
く
、
教
育
・
研
究
全
般
に
ま
で
及

ぷ
フ
ァ
イ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
コ
オ
ペ
レ
イ
シ
ョ
ン
と

い
う
も
の
が
あ
う
て
、
そ
の
中
で
正
式
の
相
亙
棚
力

が
で
き
上
が
っ
九
。
五
大
学
の
イ
ン
タ
ー
・
一
フ
ィ
ブ

一
フ
リ
ー
.
ロ
ー
ン
も
一
フ
ィ
ブ
一
フ
リ
ー
・
セ
ン
タ
ー
も

そ
の
一
環
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
シ
,
ン
の
実
際
と
、
ア
マ
ー
ス

ト
火
学
を
含
む
若
干
の
図
轡
館
の
相
亙
協
力
に
つ
い

て
報
告
し
て
い
き
た
い
。

が
、

一
、
建
物
・
設
備
等

地
上
三
階
、
地
下
局
。
各
階
約
二
、
 
0
0
0

平
方
メ
ー
ト
ル
。
閲
覧
席
約
七
0
0
、
教
員
個
室

約
六
十
。

-
 
F
 
(
メ
イ
ン
)
U
管
理
・
事
務
部
門
(
館
長
室
お

よ
び
訓
番
室
、
オ
ー
グ
ー
部
門
、
閲
覧
部
門
、
整
理
部
門
、
參

考
部
門
)
、
目
録
コ
ー
ナ
ー
、
男
コ
ー
ナ
ー
、
新

聞
鷲
勢
ー
ナ
ー
、
政
府
出
版
物
コ
ー
ナ
ー
、
新

着
展
一
尓
コ
ー
ナ
ー
、
文
献
複
写
コ
ー
ナ
ー
、
視
聴

峯
。二
F
"
開
架
書
庫
(
工
C
分
類
記
号
P
1
Z
、
デ
ュ

ー
イ
分
類
記
号
一
 
0
0
、
四
0
0
、
八
0
0
)
、
閲
覧
席
、

教
員
椢
室
、
グ
ル
ー
プ
室
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

室
、
男
子
洗
面
所
、
学
内
器
、
水
の
み
栓
0

三
F
H
開
架
齊
庫
(
デ
ュ
】
イ
分
類
記
号
三
0
0
、

九
0
0
)
、
閲
嘴
而
グ
ル
ー
プ
室
、
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
室
、
女
子
洗
面
所
、
水
の
み
栓
、
教
員
個

室
、
学
内
電
話
。

地
一
(
「
亙
乞
"
開
架
轡
庫
(
L
C
分
類
記
号

A
1
N
、
デ
ニ
ー
イ
分
類
記
号
0
0
0
、
二
0
0
、
五
0

0
、
七
0
0
)
、
特
殊
文
庫
、
り
ザ
ー
ブ
・
ブ
ッ

ク
、
閲
欝
、
教
員
佃
室
、
職
員
休
け
い
室
、
公

衆
霞
話
、
男
子
洗
面
所
、
水
の
み
栓
。

地
二
(
「
邑
W
)
"
開
架
書
庫
(
製
本
雑
誌
、
攻
府

ニ
、
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
図
館

ア
マ
ー
ス
ト
大
学
の
現
在
の
図
書
館
は
ロ
バ
ー
ト

フ
ロ
ス
ト
.
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る

そ
れ
は
と
く
名
の
校
友
の
寄
付
金
に
よ
り
建
設

さ
れ
、
一
九
六
五
年
オ
ー
プ
ン
し
た
。

そ
の
概
要
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。



行
物
、
デ
ュ
ー
イ
分
類
記
号
六
0
0
)
、
視
聴
覚
資

料
、
地
図
室
、
文
献
複
写
コ
ー
ナ
ー
、
ア
マ
ー
ス

ト
資
料
。

地
三
(
ゞ
ぐ
.
-
 
0
)
 
H
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
.
イ
ン
タ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
セ
ン
タ
ー
(
H
1
I
C
)
0

ー
.
図
書
館
経
賀
、
蔵
書
数
等
に
つ
い
て
は
図
示
し
た

方
が
わ
か
り
や
す
い
の
で
、
比
較
の
便
か
ら
、
参

考
ま
で
に
本
学
の
数
値
も
つ
け
て
、
左
の
表
に
ま

と
め
る
。
(
表
1
)

ニ
、
予
算
予
算
に
つ
い
て
は
機
密
で
あ
る
こ
と
を
強
く
申

し
渡
さ
れ
て
い
九
。
余
り
く
わ
し
く
は
き
け
な
か

つ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
項
目
と
そ
の
内
容
お
よ
び

総
額
に
対
す
る
百
分
比
を
記
す
。
(
表
2
)

器
釦

0
^
^
費
 
m
巴
山
二
ゆ
m

。
ハ
ー
ト
・
タ
イ
ム
、
フ
ル
.
タ
イ
ム
、
専
門
職
、

非
専
門
職
を
問
わ
ず
、
い
わ
ゆ
る
職
員
人
件
費
。

0
 
ア
ル
バ
イ
ト
人
件
費
仂
三
ル
ゆ
ヨ
 
m
巴
N
二
ゆ
功

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
料
、
争
N
.
誤
＼
ず
又
は
鵠
N
.
卸
0
＼
一
一

そ
の
^
 
0
-
=
ゆ
『
ゆ
X
U
ゆ
ご
m
Φ
m

一
、
合
仁
E
ヨ
Φ
昇
一
 
0
0
ド
ル
以
上
の
備
品
、
ニ
、

巴
弔
=
ゆ
m
文
具
雑
品
、
三
、
一
ゆ
一
●
勺
=
0
忌
、
四
、
一
琵
ぐ
血
一

五
、
ヨ
一
魯
m
一
一
劣
Φ
0
=
m
寄
贈
図
書
評
価
者
の
謝
礼
、
六
、

含
一
円
亘
=
ヨ
含
一
、
七
、
せ
ず
0
一
§
や
一
一
n
N
二
目
N
 
a
N

0
=
一
=
m
,
ハ
、
ヨ
円
三
一
§
づ
o
n
 
o
-
 
m
ρ
仁
一
ρ
ヨ
n
具
、
九
、

一
具
舎
・
=
げ
琵
選
一
O
N
出
 
m
Φ
『
S
n
ゆ
他
館
文
献
複
写
代
・
ロ

ー
ン
代
M
伽
/
冊
、
十
、
 
N
且
一
O
s
m
岳
一
フ
ィ
ル
ム
の
掃

除
、
機
器
雉
持
費
、
十
一
、
乞
智
一
Z
両
↓
一
0
9
0
 
の

シ
ス
プ
ム
ユ
ー
ズ
、
カ
ー
ド
代
、
細
＼
一
一
ゆ
ヨ
.
十
二
、
 
H

1
L
C
、
十
三
、
図
霄
賓
け
0
0
習
m

0
 
り
ザ
】
、
フ
.
゛
フ
ッ
ク
ロ
仁
で
=
0
円
一
m
m
 
-
0
門
『
ゆ
m
Φ
マ
ゆ

0
 
^
^
^
費
 
0
Φ
=
ゆ
益
一
ゆ
X
で
含
器
m

四
つ
の
寮
図
書
館
経
費

0
分
館
(
室
)
経
費
一
三
.
ミ
§
ニ
ヨ
●
昇
巴
今
理
叫
含

^
金
関
係
刈
吊
井
片
一
n
ル
剛
仁
且
m
 
異
勺
含
ル
=
三
m

特
条
金
に
伴
な
う
経
費

予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ヒ
ュ
ー
タ
ー

セ
ン
タ
ー
よ
り
毎
月
、
部
門
別
予
算
使
用
報
告

.が
出
さ
れ
、
月
々
の
予
算
執
行
状
況
を
把
握
し
、

0
 
1
0

2
 
1
 
2

~
~
~

卯
器

0
0
8

ー
ー
ー

間週1生

生
学邪
院
学

( ) 1

冊日/014

月
可
料

力
新
滞

1
 
更
延

閻期出貸

51

(表 1)

図書館経費

(図書費)

蔵書数

同年間増加

六一力大同志社大図書倒"志社大④
200,000千円 1 254,000千円

新聞・雑誌

同継続受入

(53,500千円)1 (35,500千円)
525,000冊

11,000冊

職員数

泰仕対象数

学生

教員

その他

開館時間

1,650種

1,300種

263,000冊

10,000冊

44名

600,000千円

a84,0Φ千円)

1,500名

140名

5大学相互利用

2,250種

1,000種

開講中,月~金

開誠中,土

開講中,日

休暇中

730,000冊

43,000冊

44名

13,om種

5,800種

20,000名

8:Ⅸ〕~24:00

9:30~17:30

12:(川~24:00

8:30~16:30

80名

(以上の数値は概数、アマーストの金額は1ドル約290円で換
算)

370名

9:(冷~16:00

9:00~12:00

2週間

14
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削
年
度
と
の
比
較
も
で
き
る
。

人
事

、

職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
専
門
職
又
0
{
g
・

忠
0
昆
一
の
採
用
と
非
専
門
職
=
0
=
・
又
0
一
ゆ
m
曾
0
旦
の

そ
れ
と
に
わ
か
れ
る
。

専
門
職
の
採
用

募
集
は
広
く
募
集
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
国
レ

ベ
ル
の
新
聞
に
発
表
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
0
 
し
九
が
っ
て
、
、
.
Z
ゆ
乏
 
k
0
門
一
"
↓
一
ヨ
吊
、
、

*
一
子
益
還
〕
0
仁
ヨ
N
-
.
な
ど
、
お
よ
び
口
ー
カ
ル

紙
に
求
人
広
告
を
す
る
。
応
募
の
〆
切
、
サ
ラ
リ

職
種
に
つ
い
て
の
長
文
易
明
、
記
述
が
要

、

求
さ
れ
る
。

審
査
は
、
専
門
職
六
人
、
非
専
門
職
一
人
か
ら

な
る
ス
タ
ッ
フ
・
サ
ブ
・
コ
ミ
テ
ィ
が
面
接
し
、

而
接
記
録
を
と
る
。
そ
れ
に
よ
り
職
能
の
有
無
や

推
せ
ん
等
を
勘
案
し
、
館
長
、
教
員
、
館
員
、
学

生
よ
り
な
る
サ
ー
チ
・
コ
ミ
テ
ィ
が
人
数
を
し
ぽ

る
0
 
そ
れ
か
ら
ス
タ
ッ
フ
・
サ
ブ
・
コ
ミ
テ
ィ
に

学
長
、
副
学
長
、
教
員
代
表
を
加
え
面
接
し
、
殻

告
書
を
ま
と
め
、
サ
ー
チ
・
コ
ミ
テ
ィ
へ
提
出
す

る
0
 
サ
ー
チ
・
コ
ミ
テ
ィ
は
ラ
テ
ン
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ス
ヘ
イ
ン
語
簀
語
学
や
目
録

に
つ
い
て
の
経
験
や
関
心
を
審
査
し
、
優
先
順
位

を
つ
け
、
三
名
ぐ
ら
い
に
し
ぼ
り
、
学
長
に
推
挙

す
る
。
そ
し
て
学
長
が
決
定
す
る
。

非
専
門
職
の
採
用

応
募
書
類
を
人
事
に
提
出
し
、
図
書
館
で
面
接

し
、
〕
0
ず
口
ゆ
m
0
号
§
と
照
合
し
決
定
す
る
。

一
会
書
類
は
、
経
歴
、
学
歴
、
職
歴
、
希
望
職

種
、
保
証
人
霜
介
先
)
等
の
項
目
が
あ
る
。
〕
0
ず

■
ゆ
m
9
一
で
=
今
と
は
、
業
務
内
六
合
と
要
求
さ
れ
る

資
格
、
経
験
知
散
、
責
任
の
度
合
い
等
を
具
体
的

に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
而
接
の
結
果
、
採
否
お

よ
び
サ
ラ
リ
ー
が
、
こ
の
項
目
を
ど
れ
だ
け
満
た

す
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

な
お
、
専
門
職
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ

力
図
書
館
協
会
は
各
図
書
館
に
ガ
イ
ド
・
一
フ
ィ
ン

を
き
め
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
ア
マ
ー
ス
ト
大

学
の
図
書
館
長
も
そ
の
審
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
参
画
し
て
い
る
。

勤
務
評
価

専
円
職
に
対
す
る
評
価
は
年
に
一
回
学
長
あ
て

に
提
出
す
る
。

非
専
門
職
に
つ
い
て
は
、
勤
務
不
良
者
に
は
業

務
遂
行
上
の
知
識
、
勤
務
状
況
(
業
務
の
質
や
量
)
、

業
務
の
理
解
度
、
勤
務
態
度
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
。
又
、
年
一
回
勤
務
状
態
を
洗
い
な
お
し
、

υ
0

-
U
-
i5

(表2)

人件費

アルバイト人件費

の他そ

(内数)(H IL C)
(図書費)

リザーブ・ブック

般経賓

基金関係

1974/75

-53 -

2.66

36.23

( 2.98)

(26.76)

0.86

0.21

2.71

1975/76

60.4600

2.44

35.59

( 2.72)

(26.4の

0.79

0.32

1976/フフ

61.2500

2.48

34.96

( 2.99)

(27.04)

0.フフ

0.23

197フ 78

60.9500

2.45

35.35

( 2.8D

(26.54)

0.72

0.22



ヤ
曾
{
又
ヨ
§
ゆ
昂
ぐ
一
ゆ
乏
器
勺
0
二
{
0
門
 
m
亘
{

N
毛
9
具
§
を
人
事
に
提
出
す
る
。

そ
の
他
超
過
勤
務
、
休
暇
等
に
つ
い
て
は
、

)し

に
記

,
,
)
ヨ
哥
誘
一
 
6
0
一
一
ゆ
如
ゆ
 
m
亘
一
工
男
区
ず
0
0
一
へ
、

さ
れ
て
い
る
の
で
省
く
。

四
、
業
務
計
画

図
書
館
の
発
腰
、
図
書
業
務
の
よ
り
合
理
的

円
滑
義
行
の
た
め
に
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
カ
ウ
ン

シ
ル
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
蔵
書
の
充
実
・
発
展

の
た
め
に
、
そ
の
ポ
リ
シ
イ
か
ら
、
新
聞
緩
の

タ
イ
ト
ル
の
増
減
、
補
充
や
ウ
ィ
ー
デ
ン
グ
等
々

に
い
た
る
ま
で
を
、
予
算
や
五
大
学
と
の
関
連
か

ら
、
教
員
か
ら
の
助
言
を
も
得
な
が
ら
、
非
専
門

職
も
交
え
て
協
議
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
定
期
的

で
は
な
い
が
、
問
題
ご
と
に
会
を
も
ち
、
多
く
の

ス
タ
ッ
フ
に
発
冨
で
き
る
よ
う
、
ぬ
習
ル
ン
の

時
間
も
設
け
、
記
録
を
と
り
、
ス
タ
ッ
フ
・
ノ
ー

ト
で
そ
の
つ
ど
発
表
し
、
全
員
植
周
知
徹
底
を
は

力
る
0ス

タ
ッ
フ
の
人
事
管
理
に
関
す
る
事
が
ら
と
し

て
ス
タ
ッ
フ
に
要
求
さ
れ
る
資
質
・
職
能
を
も
研

究
す
る
。
そ
し
て
業
務
分
担
の
適
正
化
の
た
め

館
内
で
の
人
事
異
動
を
行
う
。
又
、
休
暇
や

に
、

欠
員
に
も
対
処
で
き
る
よ
う
に
、
主
業
務
以
外
に

も
通
じ
、
業
務
互
換
性
を
も
た
せ
る
よ
う
に
と
の

配
点
か
ら
、
非
専
門
職
に
も
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
コ

ー
ス
を
受
験
さ
せ
九
り
も
す
る
。

そ
の
他
目
録
記
述
の
標
準
化
、
図
書
館
利
用
に

関
す
る
利
用
者
教
育
、
未
整
理
資
料
の
目
録
化
、

分
類
の
デ
ユ
ー
イ
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
L
C
へ
の
切

り
替
え
等
図
書
館
活
動
全
体
の
細
部
に
わ
た
り
問

題
を
検
討
し
、
館
と
し
て
の
方
針
を
決
め
て
い

冊
数
を
も
っ
て
当
年
の
購
入
を
決
定
す
る
、
と
い

う
考
え
方
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
主
題
別
貸
出
数

に
、
そ
の
主
題
分
野
の
図
書
平
均
価
格
を
掛
け
た

も
の
(
1
0
ス
ト
.
ユ
ー
ズ
)
か
ら
百
分
比
を
出
し

(
"
.
ハ
ー
セ
ン
ト
・
 
0
 
ス
ト
.
ユ
ー
ズ
)
、
そ
れ
に
も
と

づ
い
て
予
算
額
を
き
め
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

の
考
え
方
と
予
算
配
分
の
方
法
に
つ
い
て
、
館
長

も
参
考
に
し
て
い
る
の
で
一
読
す
る
よ
う
に
と
す

*

す
め
ら
れ
た
論
文
に
よ
れ
ば
、
貸
し
出
し
イ
コ
ー

ル
要
求
で
あ
る
、
と
い
う
。
利
用
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
人
々
が
望
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
、
と
単
純
化
し
て
考
え
る
。
(
も
ち
ろ
ん
図
番
館

が
満
た
し
て
い
な
い
、
し
た
が
っ
て
貸
し
出
し
と
し
て
力

ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
要
求
と
い
う
も
の
は
.
あ
る
が
、
そ
れ
ら

は
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
の
だ
が
J

そ
し
て
利
用
の
要
求
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
館

内
利
用
よ
り
も
館
外
貸
し
出
し
利
用
の
方
が
頼
れ

る
し
、
学
問
研
究
の
関
心
と
、
よ
り
大
き
い
相
関

関
係
に
あ
る
、
と
い
う
。

こ
の
主
題
の
分
け
方
は
、
大
学
図
書
館
の
蔵
書

は
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
を
反
映
し
て
い
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
、
と
い
う
考
え
か
ら
専
攻
分
野
を
基
準
と
す

る
0
こ
の
配
当
の
方
法
d
%
・
n
0
昇
「
●
§
ξ
)
=
9

フ
ロ
ス
ト
・
一
フ
ィ
ワ
ラ
リ
ー
全
般

ロ
、
＼

ー
ト

に
つ
い
て
は
以
上
で
あ
る
が
、
図
書
館
業
務
の
細

部
に
つ
い
て
若
干
の
項
目
を
あ
げ
て
、
述
べ
る
。

五
、
収
書
選
書
は
教
員
と
館
長
が
行
う
。
購
入
推
せ
ん
は

各
専
攻
分
野
別
に
割
り
当
て
ら
れ
た
予
算
の
枠
内

で
、
分
野
ご
と
に
所
定
の
手
続
を
へ
て
、
オ
ー
ダ

1
部
門
へ
出
さ
れ
る
。
そ
の
他
特
殊
主
題
ブ
ラ

ツ
ク
・
ス
タ
デ
ィ
等
に
関
す
る
分
野
の
選
書
は
一

般
の
推
せ
ん
も
受
け
付
け
ら
れ
る
。
以
上
の
新
規

購
入
以
外
に
欠
本
補
充
の
た
め
の
購
入
は
サ
ー
キ

ユ
レ
イ
シ
,
ン
の
貞
任
者
が
行
う
。

そ
こ
で
専
攻
分
野
別
の
予
算
の
割
り
当
て
が
収

書
の
方
針
を
き
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
前
年
の
館
外
利
用
数
、
す
な
わ
ち
貸
出
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旦
一
ヨ
で
実
際
に
予
算
配
分
す
る
に
あ
た
り
、
ア

マ
ー
ス
ト
大
学
で
は
讐
等
継
続
物
と
前
年
度
に

発
注
済
未
納
入
分
を
差
し
ひ
い
た
額
を
総
額
と

し
、
対
前
年
度
比
が
一
0
%
以
上
の
増
又
は
減
に

な
る
も
の
に
つ
い
て
は
便
宜
的
に
一
0
%
で
抑
え

て
い
る
。

凹
録
お
よ
び
整
理

目
録
は
著
考
・
書
名
・
件
名
の
辞
書
体
目
録
で

あ
る
。
請
求
記
号
延
つ
い
て
は
一
九
七
四
年
以
前
は
デ

ユ
ー
イ
十
進
分
類
法
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
以
後

は
L
C
分
類
で
あ
る
。
図
書
の
所
在
を
示
す
ロ
ケ

イ
シ
,
ン
・
シ
ン
ボ
ル
も
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
ハ

つ
の
分
館
(
室
)
六
つ
の
寮
図
書
室
、
特
別
室
、

参
考
コ
ー
ナ
ー
、
閑
架
等
が
略
号
で
示
さ
れ
て
い

る
。
新
聞
雑
誌
の
目
録
も
、
誌
名
又
は
発
行
母
体

名
 
Q
0
三
コ
山
一
、
ヤ
『
0
0
Φ
ゆ
ル
言
如
m
、
如
仁
=
n
一
一
出
で
始
ま
る
場

△
巳
の
下
に
国
録
が
と
ら
れ
、
く
り
入
れ
ら
れ
て

＼
、
ノ

報
の
う
ち
、
必
要
事
項
だ
け
を
選
択
し
て
、
印
刷

さ
れ
た
力
ー
ド
目
録
の
提
供
を
受
け
る
の
で
あ

る
0
O
C
L
C
に
目
録
情
帳
が
入
っ
て
い
な
い
も

の
、
ロ
シ
ア
語
・
日
本
語
図
書
の
処
理
は
専
門
職

の
カ
タ
ロ
ガ
ー
が
担
当
す
る
が
、
O
C
L
C
か
ら

印
刷
さ
れ
た
力
ー
ド
目
録
の
提
供
を
受
け
る
ま
で

の
作
業
は
非
専
門
職
が
行
う
。

こ
の
O
C
L
C
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
一
L
と
に

よ
り
、
目
録
処
理
の
ス
。
ヒ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
、
専
門

職
の
カ
タ
ロ
ガ
ー
の
人
作
鬢
削
減
等
目
録
作
業
の

合
理
化
が
可
能
に
な
っ
た
、
と
.
易
れ
て
い
る
。

ヒ
、
サ
ー
キ
ユ
レ
イ
シ
ョ
ン

開
館
時
間
に
つ
い
て
は
別
表
の
通
り
で
あ
る

)し

が
、

ア
メ
リ
カ
の
大
学
図
書
館
は
、
正
規
期
間
中

は
週
一
0
0
時
間
前
後
、
平
日
・
日
曜
は
夜
十
二

時
頃
ま
で
、
と
い
う
の
が
多
い
。
(
日
昭
日
の
開
館

は
平
日
よ
り
遅
い
J
 
ア
マ
ー
ス
ト
周
辺
の
五
大
学
相

互
利
用
に
つ
い
て
は
次
唄
で
述
べ
る
が
、
そ
の
五

大
学
の
開
館
時
間
も
、
大
体
に
た
り
よ
っ
た
り
で

あ
る
。貸
し
出
し
は
、
一
般
開
架
図
書
は
一
力
月
貫

新
も
可
)
、
卒
業
論
文
を
書
く
シ
ニ
ア
の
場
合
、
関

係
図
書
は
一
学
期
問
、
ど
の
図
書
も
貸
し
出
し
後

目
録
処
理
は
0
三
o
n
0
一
一
ゆ
伽
■
一
子
益
選
δ
含
可

(
0
9
6
)
の
分
担
目
録
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い

る
。
ロ
シ
ア
語
・
日
本
語
図
書
以
外
は
O
C
L
C

の
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
に
た
く
わ
え
ら
れ
て
い
る
目

録
情
報
を
利
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
目
録
情

二
週
問
以
上
を
経
過
す
れ
ば
、
請
求
者
の
求
め
に

応
じ
て
返
却
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

返
却
に
つ
い
て
は
、
厳
格
で
あ
る
が
、
閉
館
時

も
返
却
で
き
る
よ
う
返
却
ボ
ッ
ク
ス
が
設
け
ら
れ

て
い
る
。
返
却
を
と
ど
こ
お
ら
せ
た
場
△
旦
日
一

冊
に
つ
き
一
0
セ
ン
ト
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
返
却
即
時
に
そ
の
罰
金
を
払
う
場
合

は
、
五
セ
ン
ト
に
減
額
さ
れ
る
。
一
力
月
た
っ
て

も
延
滞
料
未
納
の
場
合
は
、
延
滞
通
知
が
送
ら
れ

る
。
一
力
月
以
上
未
返
却
図
書
は
紛
失
と
見
な
さ

れ
る
。
紛
失
の
場
合
は
当
核
図
譜
補
て
ん
の
た
め

の
額
に
手
数
料
十
五
ド
ル
を
加
え
た
も
の
が
課
せ

ら
れ
る
。

開
架
で
自
由
接
架
式
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
か

ら
、
無
断
図
書
持
ち
出
し
を
戒
し
て
、
多
く
の

図
書
館
は
入
館
者
の
持
ち
物
チ
エ
ッ
ク
に
は
き
び

し
い
。
訪
れ
た
図
書
館
は
全
部
、
出
入
口
に
チ
ェ

ツ
ク
係
を
お
い
て
退
出
者
の
カ
バ
ン
の
中
を
チ
エ

ツ
ク
し
て
い
た
。
開
館
時
閻
が
長
い
か
ら
大
変
だ

ろ
う
と
驚
い
た
。
学
生
数
の
小
ノ
な
い
カ
レ
ッ
ジ
は

も
と
よ
り
、
二
十
八
階
建
て
で
二
万
を
こ
え
る
学

生
が
利
用
す
る
図
沓
館
?
サ
チ
ニ
ー
t
ツ
大
学
、

ボ
ス
ト
ン
大
学
)
で
も
同
じ
で
、
チ
エ
ッ
ク
.
ポ
イ

ン
ト
に
は
退
出
者
が
長
い
列
を
つ
く
っ
て
い
る
と

い
る
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こ
ろ
も
あ
っ
た
0
 
し
か
し
、
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
だ

け
は
、
チ
ェ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
は
機
械
化
さ
れ
て

い
九
。そ
れ
は
ノ
ゴ
社
の
盗
難
防
止
装
置
委
0
8

冨
仙
牙
一
一
ン
翠
二
・
「
=
一
ゆ
益
皿
ゆ
 
m
栃
一
n
ヨ
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
図
書
に
は
、
背
か
あ
る
い
は
余
白
に

磁
気
り
ボ
ン
(
厚
さ
0
 
.
二
五
ミ
リ
、
一
七
.
ハ
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
 
X
三
.
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
)
が
貼
付
さ
れ
て

あ
る
。
そ
し
て
サ
ー
キ
ユ
レ
イ
シ
,
ン
・
デ
ス
ク

の
そ
ぱ
の
通
路
は
入
口
と
出
Π
に
分
け
ら
れ
、
出

口
通
路
に
は
パ
ネ
ル
が
装
置
さ
れ
、
そ
の
磁
気
リ

ボ
ン
の
つ
い
た
図
書
が
そ
こ
を
通
過
す
る
と
警
報

が
鳴
り
、
出
口
の
回
転
木
戸
が
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
出

れ
な
く
な
る
。

そ
の
磁
気
り
ボ
ン
の
感
度
を
強
め
た
り
弱
め
九

り
す
る
装
置
が
あ
り
、
貸
し
出
し
手
続
き
が
済
め

ぱ
そ
の
装
楓
に
よ
っ
て
感
度
が
弱
め
ら
れ
る
の
で

バ
ネ
ル
の
横
を
通
過
し
て
も
報
は
鳴
ら
な
い
。

そ
し
て
返
却
時
に
再
び
そ
の
装
置
に
よ
り
磁
気
を

強
め
て
か
ら
配
架
す
る
、
と
い
う
仕
掛
け
で
あ

る
0

口

乢

ニ
、
フ
ァ
イ
プ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
コ
オ
ペ
レ
イ
シ
,
ン

、
イ
ン
タ
ー
.
一
フ
ィ
゛
フ
一
フ
リ
ー
.
ロ
ー
ン

ア
マ
ー
ス
ト
、
マ
ウ
ン
ト
・
ホ
リ
オ
ー
ク
、

ハ

ン
プ
シ
ャ
ー
、
マ
サ
チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ
、
ス
ミ
ス

の
五
大
学
の
共
同
体
制
は
、
非
公
式
に
は
ハ
ン
プ

シ
ャ
ー
大
学
が
ま
だ
創
設
さ
れ
て
い
な
い
一
九
三

0
年
代
の
学
生
、
教
員
の
交
換
に
始
ま
る
。
さ
ら

に
言
う
な
ら
ぱ
、
マ
ウ
ン
ト
・
ホ
リ
オ
ー
ク
、
ス

ミ
ス
、
マ
サ
チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ
農
科
大
学
(
今
の
マ

サ
チ
ニ
ー
t
 
ツ
州
立
大
学
)
の
創
設
に
も
、
ア
マ
ー

ス
ト
大
学
は
あ
ず
か
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
四
大
学
の
委
員
会
は
地
区
の
第
五
番
目
の
大
学

を
鴛
し
、
結
果
と
し
て
一
九
六
五
年
に
ハ
ン
プ

シ
ャ
ー
大
学
が
創
立
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
五
大

学
に
お
け
る
教
育
研
究
・
文
化
・
社
会
活
動
は
五

大
学
の
全
メ
ン
バ
ー
に
開
放
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

九
。
学
生
の
場
合
、
他
の
大
学
の
コ
ー
ス
を
受
講

す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
昼
食
も
、
又
正
当
な
理

由
の
あ
る
場
合
、
朝
・
タ
食
も
と
る
こ
と
が
で
き

る
。
他
の
大
学
へ
行
く
交
通
手
段
と
し
て
、
フ
ァ

イ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
バ
ス
が
三
十
分
に
一
回
ぐ
ら

い
の
割
合
い
で
運
行
さ
れ
て
い
る
。

五
大
学
の
図
書
館
の
相
亙
協
力
は
、
一
九
五
一

年
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
・
イ
ン
タ
ー
・
一
フ
ィ
ブ
ラ
リ
ー

セ
ン
タ
ー
貪
1
L
S
 
の
創
設
と
と
も
に
始
ま

つ
ナ学
生
・
教
員
は
身
分
証
明
書
を
提
示
す
る
だ
け

で
他
の
図
書
館
を
利
用
で
き
る
。
フ
ァ
イ
ブ
・
カ

レ
ッ
ジ
・
バ
ス
を
利
用
し
て
出
む
い
て
行
っ
て
も

゛
＼ノ

い
い
し
、
自
館
を
通
じ
て
申
し
込
み
、
毎
日
午
前

午
後
二
回
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
九
だ
し
、
返
却
は
自

館
を
通
じ
て
す
る
。
そ
し
て
利
用
者
は
利
用
す
る

図
書
館
の
規
程
に
し
九
が
う
。

目
録
は
五
大
学
の
ユ
ニ
オ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
は
な

い
が
、
新
聞
・
雑
誌
・
逐
次
刊
行
物
に
つ
い
て
)し

は
、
五
大
学
と
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
・
イ
ン
タ
ー
・
ラ

チ
エ
ッ
ク
.
シ
ス
テ
ム

56



イ
ブ
ラ
リ
ー
・
セ
ン
タ
ー
、
お
よ
び
そ
れ
に
加
盟

し
て
い
る
フ
ォ
ー
ブ
ズ
公
共
図
書
館
所
蔵
の
目
録

を
コ
ン
ヒ
ュ
ー
タ
ー
編
集
し
た
冊
子
目
録
観
0
.

=
ゆ
武
ぐ
巴
一
ゆ
イ
 
d
a
0
口
げ
一
m
-
0
、
〕
O
E
旦
伽
ロ
ル
仂
巴
一
N
-

工
0
式
昔
如
m
 
が
あ
る

こ
の
ハ
イ
オ
ニ
ア
・
ヴ
プ
レ
イ
地
区
の
五
大
学

の
図
書
錦
の
戚
書
数
合
計
は
二
八
0
万
を
こ
え
る

(
一
九
七
五
年
七
月
)
。
こ
れ
は
単
一
図
書
館
と
み
な

せ
ば
、
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
や
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大

学
に
ほ
ぽ
匹
敵
す
る
。
そ
し
て
、
年
間
増
加
数
は

工
万
、
き
ら
に
逐
次
刊
行
物
の
受
け
入
れ
タ
イ

ト
ル
は
二
万
五
千
種
に
お
よ
ぷ
。

ニ
、
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
・
イ
ン
タ
ー
・
一
フ
ィ
、
フ
ラ
リ
ー

＼ノセ
ン
タ
ー
出
山
ヨ
で
m
耳
血
一
ヨ
円
・
枦
一
耳
山
『
て
 
n
豊
一
Φ
一

.(
出
戸
C

H
1
L
C
は
那
要
で
は
あ
る
が
、
利
用
は
少
な

く
、
一
館
だ
け
で
は
経
費
的
に
も
入
手
・
所
蔵
に

不
適
当
な
研
究
資
料
を
共
刷
で
受
け
入
れ
保
管
す

る
た
め
に
、
一
九
五
一
年
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
地
区
の

名
を
と
っ
て
創
設
さ
れ
、
現
在
は
ロ
バ
ー
ト
・
フ

ロ
ス
ト
・
一
フ
ィ
ブ
ラ
リ
ー
の
レ
ベ
ル
C
(
地
下
三
階
)

に
あ
る
。

加
盟
館
は
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
、
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー

六
学
、
マ
ウ
ン
ト
・
ホ
リ
オ
ー
ク
大
学
、
ス
ミ
ス

大
学
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
と
フ
寸
ー
ブ
ズ

公
共
図
書
館
で
あ
る
。

受
け
入
れ
る
資
料
は
、
主
に
重
要
で
は
あ
る
が

専
門
的
で
利
用
の
少
な
い
セ
ッ
ト
物
お
よ
び
逐
次

刊
行
物
に
限
ら
れ
る
。
そ
し
て
所
蔵
資
料
は
寄
贈

又
は
購
入
に
よ
る
も
の
か
、
加
盟
館
よ
り
移
管
さ

れ
る
も
の
で
構
成
さ
れ
る
。
逐
次
刊
行
物
が
主
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
新
規
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
厳

格
で
、
た
と
え
推
せ
ん
が
あ
っ
九
も
の
で
も
、

ハ

ン
プ
シ
ャ
ー
地
区
の
ど
こ
に
も
な
い
タ
イ
ト
ル
に

限
ら
れ
る
。

そ
し
て
ど
こ
か
一
館
で
継
続
さ
れ
て
き
た
タ
イ

ト
ル
を
H
1
L
C
が
肩
代
わ
り
す
る
こ
と
は
な

く
、
研
究
上
必
要
と
す
る
機
関
が
行
う
。
利
用
頻

度
に
つ
い
て
は
、
各
大
学
長
・
館
長
・
教
員
で
構

成
さ
れ
る
ボ
ー
ド
・
オ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
に

報
告
さ
れ
、
き
び
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。

セ
ン
タ
ー
の
書
庫
は
閉
架
で
あ
る
。
資
料
の
セ

ン
タ
ー
内
で
の
利
用
は
自
由
で
あ
る
が
、
貸
し
出

し
は
教
員
、
院
生
は
直
接
借
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
学
部
学
生
は
自
館
を
通
さ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

貸
し
出
し
期
問
は
四
週
間
。

目
録
は
、
H
1
L
C
の
図
書
資
料
の
も
の
が
加

盟
館
の
閲
覧
用
目
録
に
く
り
こ
ま
れ
、
H
1
L
C

の
ロ
ケ
イ
シ
,
ン
・
シ
ン
ボ
ル
が
ふ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
加
盟
各
館
で
検
索
で
き
る
。
逐
次
刊
行
物

に
つ
い
て
は
、
フ
ブ
イ
ブ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
も
の
と

同
様
、
ヤ
一
0
易
含
ぐ
巴
一
運
d
昌
0
づ
げ
一
m
-
0
{
〕
0
兵
益
一

旦
ル
m
曾
亘
工
0
属
づ
賜
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

か
く
て
、
資
料
の
分
担
所
蔵
と
相
互
利
用
は
、

ン
プ
シ
ャ
ー
地
区
と
い
う
一
口
ー
カ
ル
区
域
内

ハで
は
あ
る
が
、
利
用
で
き
る
資
料
を
ふ
ゃ
し
、
コ

ス
ト
を
さ
げ
る
た
め
の
相
亙
協
力
が
な
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

H
1
L
C
は
こ
の
五
大
学
地
区
の
資
料
の
受
け

入
れ
、
利
用
、
保
管
の
分
担
に
役
立
っ
て
き
た
の
で

あ
る
が
、
コ
ス
ト
の
点
か
ら
最
近
そ
の
あ
り
方
を

め
ぐ
っ
て
再
検
討
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
呼
び
、
 
H
1
L
C
の
現
状
を
洗
い
直
さ
せ
、

*
*

そ
の
レ
ポ
ー
ト
が
最
近
出
さ
れ
九
。
そ
れ
に
よ
る

と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
大
学
の
よ
う
な
大
規
耕

究
図
書
館
や
実
験
的
教
育
を
試
み
、
オ
ー
デ
ィ
オ

ヴ
ィ
ジ
ユ
ア
ル
資
料
を
優
先
す
る
ハ
ン
プ
シ
十

1
大
学
が
加
盟
す
る
よ
う
に
な
り
、
H
1
L
C
も

質
的
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
ミ
ッ
ド
ゥ

エ
ス
ト
の
セ
ン
タ
ー
・
フ
寸
ア
・
り
サ
ー
チ
・
一
フ

イ
ブ
ラ
リ
ー
ズ
(
C
R
L
)
の
ぺ
り
オ
デ
ィ
カ
ル

バ
ン
ク
に
よ
り
雑
誌
の
負
担
も
軽
減
で
き
る
よ
う
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に
な
っ
た
0
 
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
特
に
T
W
X

(
テ
レ
タ
イ
プ
網
)
の
発
達
に
よ
り
、
利
用
が
迅
速
、

正
確
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
る
い
は
又
、

当
初
あ
っ
た
政
府
と
慈
善
団
体
の
二
つ
の
助
成
金

が
な
く
な
っ
た
、
等
々
の
状
況
の
変
化
が
あ
る
0

そ
し
て
受
け
入
れ
、
保
管
の
分
担
に
よ
り
各
館
の

重
複
を
小
ノ
な
く
し
て
い
こ
う
と
は
言
っ
て
も
、

リ

ベ
ラ
ル
.
ア
ー
ツ
の
大
学
で
は
重
複
は
必
ず
し
も

悪
く
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
H
1
L
C
の
た
め
の

各
大
学
の
負
担
は
三
万
ド
ル
に
も
な
り
、
年
々

増
加
し
て
い
く
ぱ
か
り
で
あ
る
。
と
い
う
の
が
H

1
L
C
の
現
状
分
析
の
骨
子
で
あ
る

と
い
っ
て
も
図
書
館
相
互
協
力
の
う
ち
、
受
け

入
れ
、
保
管
の
分
野
を
不
必
要
だ
と
.
幽
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
は
、
コ
ス
ト
の
点
か

ら
、
一
口
ー
カ
ル
規
模
の
H
1
L
C
に
そ
の
機
能

を
果
た
さ
せ
る
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
0

戦
後
の
新
教
育
計
画
実
践
の
た
め
、
オ
ハ
イ
オ
大

学
協
会
が
創
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
州
内
の
研
究
資
料

の
よ
り
効
果
的
な
利
用
の
た
め
、
大
学
協
会
と
オ
ハ

イ
オ
図
書
館
協
会
大
学
部
会
と
が
図
轡
館
相
互
利
用

に
つ
い
て
研
究
を
玉
ね
、
オ
ハ
イ
オ
大
学
協
会
に
0

C
L
C
の
設
立
を
建
議
し
た
。
そ
の
結
果
一
九
六
七

年
コ
ロ
ン
バ
ス
に
創
設
さ
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
は
オ
ハ

イ
オ
州
内
の
大
学
図
書
館
が
会
員
と
な
り
、
そ
の
分

担
金
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
学
校

図
書
館
、
公
共
図
書
館
も
加
盟
す
る
こ
と
と
な
る
0

最
籾
は
L
C
の
M
A
R
C
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入

れ
、
目
録
力
ー
ド
を
作
っ
て
会
員
機
関
に
郵
送
す
る

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
三
年
オ
ハ
イ
オ
州
外
に

も
オ
ン
・
ラ
イ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
よ
う
に
な

ナこ
れ
は
簡
単
に
言
え
ば
、
 
O
C
L
C
の
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
ー
に
た
く
わ
え
ら
れ
て
あ
る
書
誌
情
報
を
利
用

館
の
端
末
機
か
ら
ス
ク
リ
ー
ン
に
呼
び
出
し
、
必
要

な
追
嬰
吏
を
キ
ー
を
た
た
い
て
送
り
か
え
し
、
そ

の
印
刷
力
ー
ド
の
提
供
を
受
け
る
、
と
い
う
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

さ
ら
に
園
え
ぱ
、
入
手
し
て
受
け
入
れ
る
図
書
資

料
に
つ
い
て
書
糯
報
が
す
で
に
O
C
ι
C
の
デ
ー

タ
.
フ
ブ
イ
ル
に
あ
る
か
な
い
か
を
、
キ
ー
を
た
た

四
、
目
録
分
担
シ
ス
テ
ム
 
6
C
L
S

O
C
L
C
と
は
オ
ハ
イ
オ
大
学
図
書
館
セ
ン
タ
ー

0
ミ
0
δ
0
=
ゆ
伽
Φ
一
子
墨
之
ら
ゆ
昇
曾
の
略
で
あ
る
が
、

オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
そ
の
も
の
と
は
直
接
関
係
は
な

い
て
探
す
。
そ
の
サ
ー
チ
・
キ
ー
は
著
者
書
名
キ

ー
か
、
書
名
キ
ー
か
で
あ
る
。
著
者
1
書
名
キ
ー
は

著
者
記
入
の
最
初
の
三
文
字
と
書
名
の
最
初
の
三
文

字
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
書
名
キ
ー
は
書
名
の
最

初
の
六
文
字
で
あ
る
。
例
え
ば
ン
伽
含
選
↓
益
亘
=
如

δ
ゆ
コ
一
ゆ
誘
{
又
 
0
0
ぐ
ゆ
ヨ
ヨ
今
亘
則
ヨ
で
一
0
-
n
ゆ
m
 
と
い

う
本
の
場
合
、
著
者
記
入
は
、
 
d
.
仂
.
Ω
三
一
ω
含
ぐ
・

-
0
ゆ
δ
0
ヨ
ヨ
一
m
m
一
含
.
如
仁
§
仁
 
0
{
↓
益
一
ヨ
目
如
.
ご
一
.

S
忠
今
 
0
{
δ
ゆ
三
ゆ
易
.
で
あ
る
が
、
著
者
記
入
全
部

を
知
っ
て
い
る
利
用
者
と
い
う
の
は
め
っ
た
に
い
な

)
.
)
、

し
力
、
 
O
C
L
C
 
シ
ス
テ
ム
で
は
、
,
、
d
仂
、
)
禽
、
、

と
い
う
サ
ー
チ
・
キ
ー
だ
け
で
ょ
い
0

デ
ー
タ
・
フ
ァ
イ
ル
に
求
め
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
著
者
・
書
名
・
版
表
示
・
出
版
事
項

対
照
事
項
・
分
類
記
号
等
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ

と
図
書
そ
の
も
の
と
を
比
較
し
、
各
事
項
が
同
一
で

あ
れ
ぱ
そ
の
力
ー
ド
を
発
注
す
る
。
同
一
が
需
さ

れ
て
も
、
,
部
分
的
に
異
な
る
点
が
あ
れ
ぱ
、
当
該
事

項
を
打
ち
か
え
、
館
に
よ
っ
て
は
目
録
記
述
の
粗

い
、
こ
ま
か
い
、
が
あ
る
の
で
、
不
必
要
な
も
の
は
け

ず
り
、
カ
ー
ド
を
発
注
す
れ
ぱ
よ
い
。
こ
れ
は
、
登

録
さ
れ
、
番
号
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
な
ら
だ
れ
で
も
で
き
る
。
ア
マ
ー
ス
ト
の
図
書

館
で
も
非
専
門
職
が
こ
れ
に
当
た
っ
て
い
た
0
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こ
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
利
用
館
は
目
録
作
成
の
た
め

の
情
報
を
受
け
と
る
だ
け
で
あ
る
。

キ
ー
を
た
た
い
て
必
要
な
目
録
情
報
を
求
め
て

も
、
 
O
C
L
C
 
の
デ
ー
タ
・
フ
プ
イ
ル
に
な
い
場

合
、
定
め
ら
れ
九
様
式
、
ワ
ー
ク
・
シ
ー
ト
に
し
た

が
っ
て
デ
ー
タ
を
打
ち
こ
む
。
こ
の
作
業
も
非
専
門

職
で
で
き
る
。
図
書
資
料
か
ら
書
誌
事
項
を
正
確
に

よ
み
と
っ
て
、
ワ
ー
ク
・
シ
ー
ト
に
記
述
す
る
の
は
、

カ
タ
ロ
グ
の
専
門
職
が
扣
当
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。
こ
の
打
ち
込
ま
れ
た
デ
ー
タ
が
O
C
L
C

の
デ
ー
タ
と
な
り
、
以
後
そ
の
資
料
を
入
手
し
た
館

は
そ
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
目
録
力
ー
ド
の
提
供

を
受
け
る
こ
と
に
な
る
0
 
O
C
L
C
の
デ
ー
タ
・
フ

ア
イ
ル
χ
入
っ
て
い
る
記
録
は
、
議
会
図
書
館
(
L

S
 
の
M
A
R
C
 
Ⅱ
の
情
報
と
、
こ
の
よ
う
に
加
盟

館
が
新
し
い
資
料
に
つ
い
て
入
力
し
た
も
の
と
で
あ

る
0

こ
れ
が
目
録
分
担
シ
ス
テ
ム
 
m
=
理
血
ル
 
9
益
一
0
如
一
晶

m
器
冨
ヨ
と
一
冨
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
 
O
C
L
C
の

加
盟
館
の
目
録
処
理
に
関
し
て
言
え
ぱ
、
一
つ
の
資

料
に
つ
い
て
最
初
に
受
け
入
れ
た
一
館
が
目
録
を
と

る
だ
け
で
ょ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
目
録
分
担

そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
単
位
コ
ス
ト
の
削

減
、
目
録
処
理
に
要
す
る
時
間
の
短
縮
な
ど
に
大
変

役
だ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
館
だ
け
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
化
で
は
こ
う
は
い
か
な
い
。

こ
の
オ
ン
・
ラ
イ
ン
の
分
担
倒
録
は
O
C
I
C
の

最
大
の
機
能
で
あ
る
が
、
デ
ー
タ
・
フ
ブ
イ
ル
に
は

資
料
の
所
蔵
館
名
も
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
所
蔵

の
ユ
ニ
オ
ン
・
り
ス
ト
に
も
使
え
、
相
亙
貸
借
に
も

利
用
で
き
る
。
そ
の
他
に
逐
次
刊
行
物
管
理
シ
ス
テ

ム
、
受
け
入
れ
シ
ス
テ
ム
、
遠
隔
目
録
検
索
等
々
も

設
計
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

五
、
ナ
シ
.
ナ
ル
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

H
1
L
C
が
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
を
含
む
五
大
学
の

資
料
の
分
担
所
蔵
の
役
割
を
美
し
て
き
た
こ
と
に

つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
ハ
イ
オ

ニ
ア
・
ヴ
ブ
レ
イ
地
区
と
い
う
一
口
ー
カ
ル
の
も
の

で
し
か
な
か
っ
た
。
図
書
館
相
互
協
力
は
協
力
館
の

コ
ス
ト
の
削
減
な
い
し
は
増
加
の
抑
制
か
ら
発
想
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
コ
ス
ト
が
ふ
ぇ
て
く
る
と
、
 
H
1

L
C
も
洗
い
な
お
し
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き

た
相
亙
協
力
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
、

い
ず
れ
は
よ
り
広
域
の
、
最
終
的
に
は
全
国
レ
ベ
ル

の
も
の
が
求
め
ら
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
の
発
淫
何
千
マ
イ
ル
先
の
資
料
利
用
も

可
能
に
な
ら
ん
と
し
て
い
る
の
に
、
ど
ぅ
し
て
わ
ず

か
半
径
ト
マ
イ
ル
ぐ
ら
い
の
範
囲
で
維
持
し
よ
う
と

い
う
の
か
?
目
録
も
保
管
も
伺
じ
よ
う
に
全
国
レ

ベ
ル
で
安
く
協
力
で
き
る
で
は
な
い
か
?
と
い
う

訳
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
一
つ
の
具
体
的
な
袋

が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ン
デ
ィ
ン
、
ク
・
一
フ
ィ
、
フ
ラ
リ

ー
で
あ
る
0

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
一
フ
ィ
、
フ
ラ
リ
ー

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
検
討
委
貝
会
も
で
き
、
検
討

が
す
す
ん
で
い
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
下
に
地
域
セ

ン
タ
ー
(
例
え
ば
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
0
 
す
で
に
こ
の
東

部
地
域
セ
ン
タ
ー
に
み
ず
か
ら
名
の
り
出
て
い
る
館
も
あ
る

ら
し
い
)
を
設
け
る
こ
と
に
な
る
0

そ
れ
が
実
現
す
れ
ぱ
、
ア
マ
ー
ス
ト
の
場
合
、
所

蔵
し
て
い
な
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
。
ハ
イ
オ
ニ
ア

ヴ
ァ
レ
イ
地
区
で
求
め
、
き
ら
に
東
部
地
域
セ
ン
タ

ー
で
探
し
、
そ
し
て
最
後
は
ナ
シ
,
ナ
ル
・
レ
ン
デ

ン
グ
・
一
フ
ィ
ブ
ラ
リ
ー
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

イる
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
δ
ゆ
三
含
{
0
門
夘
易
霊
啓
ず
一
一
・

ず
益
二
朋
(
0
召
)
が
あ
り
、
加
盟
機
関
に
と
っ
て
は
デ

ホ
ジ
ト
・
一
フ
ィ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し

て
い
る
。
 
C
R
L
は
大
学
院
課
程
を
も
つ
正
会
員

と
、
そ
れ
以
外
の
準
会
員
と
か
ら
な
り
、
蔵
書
四
0
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0
万
を
こ
え
る
、
ミ
ッ
ド
・
ウ
ェ
ス
ト
の
大
研
究
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
0
 
ハ
ー
バ
ー
ド
も
イ
エ
ー
ル
も
加
盟

＼ノ

し
て
い
る
0
 
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
ニ
フ
ィ

ブ
ラ
リ
ー
が
実
現
す
る
と
、
こ
の
C
R
L
は
そ
れ
に

吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。
そ
う
な
る
と
し

C
の
方
は
目
録
処
理
を
一
手
に
ひ
き
う
け
る
プ
ロ
セ

シ
ン
グ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
倒
わ
れ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
の
フ
ァ
イ
ブ
・
カ
レ
ッ

ジ
・
コ
オ
ペ
レ
イ
シ
,
ン
や
H
1
L
C
、
大
は
C
R

L
、
そ
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
、
イ
ェ
ー
ル
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
、
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
市
立
公
共
図
書
館
の
四
大
研
究

図
書
館
が
形
成
し
て
い
る
連
△
口
体
§
.
R
昔
ヨ
ー

主
に
利
用
頻
度
の
小
さ
い
逐
次
刊
行
物
の
一
点
保
有

を
し
て
い
る
1
等
様
々
な
相
亙
協
力
を
試
み
て
い

る
0
 
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
一
フ
ィ
ブ
ラ
リ

ー
も
そ
う
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
の

兆
し
が
み
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
広
大
な
ア
メ
リ
カ

で
、
急
に
全
国
レ
ベ
ル
の
も
の
が
発
想
さ
れ
、
実
現

す
る
訳
は
な
い
の
で
あ
る
。

図
書
館
資
料
の
効
果
的
利
用
へ
の
熱
い
思
い
、
コ

ス
ト
効
果
へ
の
強
烈
な
志
向
が
、
大
学
間
、
図
書
館

間
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
、
図
書
館
人
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

,
ナ
ル
・
プ
ラ
イ
ド
を
も
の
り
こ
え
て
、
図
書
館
相

互
協
力
を
可
能
と
し
、
ナ
シ
,
ナ
ル
・
レ
ン
デ
ィ
ン

グ
.
一
フ
ィ
ブ
ラ
リ
ー
を
実
ら
せ
つ
つ
ぁ
る
と
宇
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
、
お
わ
り
に

以
上
、
十
週
間
ほ
ど
の
研
修
旅
行
で
得
た
も
の

を
、
細
部
は
省
き
、
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
図
書
館
の
実

際
と
ア
メ
リ
カ
の
図
書
館
相
互
協
力
に
つ
い
て
、
舌

九
ら
ず
な
が
ら
述
べ
て
き
た
。

日
本
の
図
書
館
や
同
志
社
大
学
の
図
書
行
政
に
つ

い
て
何
も
感
ず
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
一
言
え
ば
蝮
に
な

る
。
ぽ
う
大
な
製
本
費
と
手
数
を
か
け
、
書
架
と
ス

ヘ
ー
ス
を
占
め
る
重
複
雑
誌
の
バ
ッ
ク
・
フ
ァ
イ
ル

の
保
管
と
そ
の
利
用
ぐ
ら
い
は
す
ぐ
に
で
も
思
い
つ

く
事
が
ら
で
あ
る
。
図
書
鯨
閻
相
亙
協
力
と
ま
で
は

い
か
な
く
て
も
、
学
部
間
相
亙
協
力
を
含
め
た
学
内

の
図
書
行
政
に
つ
い
て
は
、
し
か
る
べ
き
検
討
が
な

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ア
マ
ー
ス
ト
大
学
お
よ
び
そ
の
他
の
大
学
図
書
館

で
各
種
の
資
料
を
頂
い
九
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
作
製

す
る
に
当
た
っ
て
、
記
憶
は
日
々
う
す
れ
て
い
く
の

で
、
あ
ら
九
め
て
参
考
に
し
た
。
よ
い
復
習
に
な
っ

た

の
向
き
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

(
大
学
経
済
学
部
研
究
室
係
長
)

<
参
考
資
料
>

0
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
図
書
館
関
係

卦
ン
「
益
伽
ヨ
山
二
6
 
如
0
0
片
)
=
又
山
一
一
0
=
剛
0
『
ヨ
仁
一
印
一
0
『

)
n
山
ル
ゆ
ヨ
一
O
 
N
=
含
如
仁
豆
一
0
 
戸
一
ず
益
ユ
m
m
 
乏
一
一
=
仙

↓
n
m
二
0
『
一
一
m
 
累
Φ
0
二
ぐ
ゆ
出
n
m
m
.
(
ゆ
弄
益
0
一
ゆ
"
才
0
ヨ

ト
§
翁
『
せ
加
住
制
0
ミ
R
、
@
↓
§
ミ
容
~
仏
N
達
ミ
、
.

吻
円
=
]
Φ
試
、
ぐ
.
一
中
=
0
.
 
e

゛
号
)
ぐ
一
ゆ
卓
 
0
一
出
一
戸
0
 
円
=
ル
ニ
m
 
司
仁
E
『
Φ
.

↓
=
ゆ
出
山
ヨ
勺
m
三
H
ゆ
一
三
円
・
一
一
ず
益
門
て
 
0
含
一
又
一
)

m
長
ぐ
Φ
イ
 
0
二
一
肋
如
山
0
片
伽
『
0
仁
=
ル
含
ル
一
一
m
 
「
『
0
・

け
一
ゆ
ヨ
m
 
三
牙
刈
m
o
0
ヨ
ヨ
ゆ
出
旦
一
0
=
才
門
牙
Φ
剛
仁
.

一
長
ゆ
、
ず
イ
ズ
Φ
イ
Φ
m
 
口
.
冨
ゆ
§
二
.
(
仂
0
口
一
=
出
山
・

立
一
Φ
イ
、
↓
=
ゆ
工
戸
0
.
一
Φ
細
.
)

)
 
0
仁
式
Φ
一
0
 
ヨ
Φ
工
山
ヨ
や
m
=
井
ゆ
一
昇
ゆ
『
・
一
一
ず
益
選

6
含
一
m
H
.
(
一
淫
)

司
一
ぐ
ゆ
δ
0
一
一
ゆ
皎
ゆ
げ
一
宮
讐
イ
0
仁
一
ル
ゆ
、
曼
血
一
籌
.
(
↓
廿
ゆ

吻
一
ぐ
ゆ
 
0
0
=
ゆ
伽
Φ
 
n
o
0
ミ
一
昆
一
0
『
、
一
如
§

ン
且
ゆ
誘
一
 
0
0
一
一
Φ
皿
ゆ
卜
一
げ
冒
之
工
習
ル
ケ
0
0
ズ
.
(
↓
=
Φ

剛
門
一
血
=
身
又
芽
Φ
)
昌
円
m
-
 
n
o
=
ゆ
如
ゆ
戸
子
『
豊
て
.
)

)
知
Φ
U
0
斗
 
0
=
牙
血
)
ヨ
ケ
含
m
-
 
6
0
=
Φ
伽
n
 
が
一
ず
益
『
イ
、

げ
イ
乏
一
=
一
功
国
.
如
『
一
ル
ゆ
如
伽
ヨ
、
〕
『
.
〔
戸
一
ず
益
二
N
口
又

芽
ゆ
 
0
0
=
Φ
皿
凸

n
一
§
一
m
二
0
=
乏
又
片
.
(
ゆ
X
一
益
0
一
ゆ
ル
蹄
0
ヨ
↓
ミ

、
、
ミ
ミ
§
§
 
0
、
§
δ
0
、
~
N
欝
卜
§
ミ
、
寸
て

参
考
資
料
を
り
ス
ト
・
ア
ッ
プ
し
て
お
く
希
望
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0
仁
イ
閃
.
"
イ
一
ゆ
.
含
=
巴
.
↓
=
ゆ
乞
.
冬
.
冬
一
一
m
o
=

0
.
、
一
Φ
謡
)

即
ゆ
{
ゆ
『
ゆ
=
0
ゆ
 
m
ゆ
一
ぐ
一
n
ゆ
.
(
ー
ル
ニ
一
0
1
)

0
=
-
0
 
0
0
=
ゆ
岐
Φ
が
一
け
益
門
イ
 
n
曾
一
ゆ
『
:
 
1
 
0
づ
・
=
=
ゆ

0
円
益
一
0
如
一
=
円
.
(
↓
ゞ
ゆ
 
0
ミ
0
 
m
三
ゆ
 
d
ヨ
ぐ
豊
m
一
一
イ

が
一
け
『
山
二
m
m
 
0
ヨ
0
n
 
0
{
則
ル
月
山
二
0
づ
巴
 
m
m
マ
一
n
ゆ
、

岩
謎
)

9
-
0
 
6
0
=
ゆ
如
ゆ
"
一
ず
益
"
イ
 
0
ゆ
=
一
Φ
『
.
一
 
1
ψ
ゆ
m
一
伽
=
 
0
-

剛
0
ヨ
山
一
m
 
伽
コ
ル
出
N
n
男
m
 
0
{
 
n
山
一
N
-
0
如
 
6
理
区
m
.
(
1

0
二
一
0
1
)

0
そ
の
他
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
関
係
資
料
(
ギ
フ
ォ
ー
ド

部
長
よ
り
大
学
当
局
へ
送
ら
れ
て
き
た
も
の
J

ン
ヨ
=
ゆ
誘
一
 
0
0
=
m
伽
Φ
 
m
富
ヰ
出
N
=
五
ず
0
0
片
.
会
岩
嫌
、
折

五
大
学
図
書
館
関
係
お
よ
び
そ
の
他

0
仁
五
ゆ
一
0
 
二
]
Φ
冬
=
=
N
ヨ
ン
=
N
塁
 
Z
ゆ
=
m
0
出
が
一
・

宮
理
て
.
(
m
ヨ
一
芽
 
0
0
=
ゆ
如
巴

ン
 
m
ゆ
一
一
・
陰
区
ル
ル
↓
O
E
 
又
芽
ゆ
冬
一
=
一
山
ヨ
》
=
N
出

Z
ゆ
一
一
m
0
昌
が
一
ず
益
選
.
(
m
ヨ
一
芽
 
0
0
一
一
ゆ
国
Φ
〆
一
ず
益
H
イ
)

一
一
ケ
『
山
之
 
0
三
住
●
.
(
d
ヨ
ぐ
ゆ
門
m
一
一
て
 
0
一
冨
山
m
m
円
0
プ
=
・

m
ゆ
牙
)

削
=
0
豆
二
五
一
0
=
.
(
=
山
ヨ
勺
m
ず
蹄
Φ
 
0
0
=
ゆ
仭
Φ
、
出
曾
0
一
ム

〕
0
=
晶
0
=
"
庁
益
選
 
0
ゆ
具
豊
)

如
N
m
-
6
 
が
子
益
門
イ
夘
m
m
0
長
n
m
m
.
(
1
五
二
一
0
1
)

一
一
ず
益
『
て
出
谷
血
ず
0
0
ズ
.
(
冬
ゆ
m
一
ゆ
イ
曾
 
d
ヨ
ぐ
R
m
一
一

↓
=
Φ
一
伽
一
Φ
 
d
ヨ
ぐ
曾
m
ニ
イ
が
一
ず
益
選
 
0
丘
ル
n
.

加
ゆ
で
0
二
 
0
一
芽
ゆ
 
d
三
ぐ
ゆ
誘
一
q
 
一
一
寸
益
二
円
=
、
〕
仁

一
Φ
誤
'
〕
仁
=
Φ
一
S
血
.
(
則
三
一
ゆ
二
=
 
0
一
一
伽
一
ゆ
d
ヨ
ぐ
Φ

功
一
一
イ
.
 
m
段
一
器
器
、
=
0
.
一
)

出
理
ぐ
理
ル
〆
仙
冬
 
m
0
プ
0
0
一
一
一
ず
岳
『
て
 
d
m
ゆ
H
m
.
 
0
仁
五
ゆ

]
§
＼
゛
.
↓
.
(
0
三
ル
n
m
 
g
 
芽
ゆ
工
貰
ぐ
巽
ル
〆
子
益
・

二
n
m
、
=
0
.
 
3

出
曾
ぐ
曾
血
〆
円
電
誓
け
0
0
-
 
0
山
亘
0
皎
]
Φ
冨
＼
鴎
.

ン
ぐ
益
ヨ
,
出
ゆ
ヨ
一
Φ
一
一
ゆ
 
U
.
、
1
冨
劣
0
.
一
一
m
 
出
一
m
-
0
門
イ

山
づ
ル
一
ヨ
勺
=
n
円
一
一
0
=
m
.
(
"
一
げ
益
門
イ
 
0
-
 
6
0
=
叫
門
Φ
m
m
,

一
中
誤
)

ミ
0
ヨ
山
一
一
0
出
0
口
牙
ゆ
冨
劣
n
 
m
て
m
一
Φ
ヨ
.
(
〆
一
宮
叟
イ

0
{
 
0
0
出
智
Φ
m
m
"
冨
劣
6
 
U
ゆ
ぐ
ゆ
一
0
で
ヨ
n
口
一
 
0
鶚
0
ゆ
、

岳
ば
)

6
N
亘
0
的
一
=
伽
 
m
巴
ぐ
一
0
Φ
則
仁
=
●
一
旨
、
=
0
.
詩
0
.
(
〆
子
・

門
円
門
て
 
0
-
 
0
0
出
伽
門
●
m
m
、
ヤ
『
又
ゆ
m
m
-
=
内
 
U
n
勺
曾
一
ヨ
Φ
=
一
.

=
§

↓
ケ
ゆ
乞
ゆ
毛
一
0
『
ズ
司
仁
d
=
0
 
一
一
寸
益
選
"
刈
ゆ
や
0
二
一
心
ゞ

＼
誤
.

ア
カ
デ
ミ
ア
賞
を
受
賞
さ
れ
た

岩
倉
具
実
元
大
学
文
学
部
教
授

一
九
四
六
(
昭
和
二
十
こ
年
か
ら
二
十

一
年
間
に
わ
た
り
、
同
志
社
大
学
文
学
部
教

授
と
し
て
、
嘉
学
、
西
洋
古
典
語
、
ド
イ

ツ
語
を
担
当
さ
れ
た
岩
倉
具
実
元
教
授
は
、

「
多
年
喜
学
の
研
究
と
日
本
語
教
育
に
尽

く
せ
る
業
績
」
の
故
に
、
一
九
七
六
(
昭
和

五
十
こ
年
度
の
社
団
法
人
全
国
日
本
学
士

会
ア
カ
デ
ミ
ア
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
巻
頭

写
真
は
、
咋
年
七
月
二
十
八
日
、
京
都
ミ
ャ

コ
ホ
テ
ル
に
お
け
る
授
賞
式
で
、
全
国
日
本

学
士
会
の
松
前
理
事
長
(
東
海
大
学
総
長
)

か
ら
表
彰
さ
れ
る
岩
倉
具
実
氏
。

な
お
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
玉
は
、
わ
が
国

の
学
術
・
教
育
・
文
化
産
業
等
の
分
野
に
著

し
く
貢
献
を
さ
れ
た
方
々
に
与
え
ら
れ
る
も

の
で
、
そ
の
功
績
を
讃
え
、
、
氷
く
後
世
に
名

を
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。


